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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この会は、DIYの作業を楽しむ場を提供することにより、空き家を通じた交流人口の増進及び遊休地・遊休施設の活用に資することを目的に令和3年5月に結成しました。今年度は、視察旅行やＤＩＹリフォームのターゲットとなる空き家探しも並行して行いました。
今後、先進事例を参考に江田島市内で講座開催を行っていく予定です。
令和3年度の取組の紹介としては、ここに示す4項目についてお話させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
おおなんDIY木の学校の視察では、ワークショップなどで修繕対象となった「コイサイド」「うづい通信部」「ミッケ」の3か所の物件を見て回りました。
一つ目のコイサイドは、鯉の養殖に隣接する施設で地域の交流施設と宿泊施設の機能を有しています。
壁を漆喰で塗り、玄関扉を新規に大胆な形で制作する一方でいらなくなった古い部材で椅子を製作していたりします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
2つ目のうづい通信部は、従前が住宅併設の医院だったもので、棟札によりますと大正時代の建築だったようです。
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